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第2部 推進協議会： 3. 小売業様とのディスカッション

「②-a FSN 新プログラムについて」
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2050年、日本の社会構造は劇的に変化します。深刻化する人口減少と超高齢化、労働力不足、そしてデジタルを前提とした

ライフスタイル。これらは、地域社会を支えるスーパーマーケットにとって、避けては通れない大きな挑戦です。

来期 Future Store "NOW" は、この変化を 「脅威」 ではなく 「機会」 と捉え、各社が未来を勝ち抜くた

めの羅針盤となることを目的とします。既存の取り組みを深化させ、更に、最新のデジタル技術や生成AI技術も活用することで、

単なる情報提供に留まらない、「個店ごとの課題解決／成長」 と 「業界全体の共創」 を加速させる実践的プログラムへと進化

させます。

Future Store "NOW" は、未来を勝ち抜くための羅針盤

あるべき姿（2050年）：

地域
スーパーマーケット

現在（2025年）：

地域
スーパーマーケット

自己解決
プログラム

参加型
プログラム

②自己参加型学習
（基礎知識の強化）

③最適な施策検討
（課題と施策をマッチング）

④PoCへの参加
（実店舗での検証）

⑤推進協議会
への参加

（業界全体の共創）

人口減少

デジタル化

環境問題

ライフスタイルの
変化

超高齢化

労働力不足

ビジョン

2050年への
挑戦 先ずは

現在地を知る 成長を知る

はじめに：2050年への挑戦

① ⑥

成長を知る

⑥再アセスメント
（自己診断）

先ずは、現在地を知る

①セルフアセスメント
（自己診断）

NEW NEWNEW NEW

刷新 刷新
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2025年10月16日

FSNアドバイザー
佐藤 健一



4

2050年を見据えて、注力すべき領域／テーマについて

2050年の地域スーパーマーケットに
影響を及ぼす変化を最新データをベースに解析

地域スーパーマーケットが勝ち抜く為の
10の重要テーマを選定

ポイント：

この変化を 「脅威」 ではなく

 「機会」 と捉える事が重要

領域／範囲：

地域スーパーマーケットの

全範囲を対象に

生
成
Ａ
Ｉ
に
よ
る

最
新
デ
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タ
解
析
か
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1.顧客生涯価値の最大化 

(LTV Maximization)
2.高付加価値化と利益率改善 

(Value Creation & Profitability 

Improvement)

3.店舗資産の価値最大化

 (Maximizing Store 

Asset Value)

4.新たな収益モデルの構築 

(Building New 

Revenue Streams)

5.コスト削減とリスク耐性の両立 

(Cost Reduction & 

Resilience)

6.人的資本経営 

(Human Capital 

Management)

7.事業と社会貢献の統合

 (Integrating Business 

& Social Impact)

8.データ駆動型経営

 (Data-Driven 

Management)

9.オープン・イノベーション

 (Open Innovation)

10.未来への変革推進力

 (Driving Future 

Transformation)

2050年を見据えて、

注力すべき領域／テーマについて

2050年を見据えて、注力すべき領域／テーマについて



推進協議会（全10回予定）

第1回 顧客生涯価値の最大化

第2回 高付加価値化と利益率改善

第3回 店舗資産の価値最大化

第4回 新たな収益モデルの構築

第5回 コスト削減とリスク耐性の両立

2025年11月13日(木)開催

2026年1月22日(木)開催

2026年3月12日(木)開催

2026年5月21日(木)開催

2026年7月2日(木)開催

第6回 人的資本経営

第7回 事業と社会貢献の統合

第8回 データ駆動型経営

第9回 オープン・イノベーション

第10回 未来への変革推進力

2026年9月17日(木)開催

2026年11月12日(木)開催

2027年1月14日(木)開催

2027年3月18日(木)開催

2027年5月20日(木)開催

Future Store ”NOW” 第1回推進協議会

テーマ：顧客生涯価値の最大化

開催日：2025年11月13日(木)
会場：神田駅周辺で調整中

オフライン・オンラインのハイブリット開催
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